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市
で
は
、
10
月
開
院
予
定
と
し
て
い
た
北
秋
田
市
民
病
院
の
開
院
日
変
更
に
係

る
説
明
会
を
８
月
22
日
・
23
日
の
両
日
に
わ
た
り
各
地
区
４
会
場
で
開
催
し
、
変

更
の
経
緯
、
今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
理
解
を
求

め
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

４
会
場
で
約
４
１
０
人
が
参
加�

来
な
い
と
い
う
こ
と
で
、平
行
線
の
状

態
で
あ
り
、こ
の
こ
と
が
原
因
で
、建
設

が
進
む
一
方
で
肝
心
の
基
本
協
定
の
合

意
に
至
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
私
が
就
任
し
て
、厚
生
連
と
の
懸
案

で
あ
っ
た
病
院
の
赤
字
額
を
市
で
補
填

す
る
方
向
を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、よ

う
や
く
厚
生
連
で
も
、開
院
に
向
け
て

基
本
協
定
締
結
へ
具
体
的
に
動
き
だ
し

ま
し
た
。�

　
し
か
し
、や
っ
と
開
院
に
向
け
て
動

き
出
し
た
と
し
て
も
、医
療
機
器
の
整

備
に
は
、相
当
の
期
間
が
必
要
で
、10
月

の
開
院
に
は
、間
に
合
わ
な
い
と
い
う

の
が
、今
回
の
厚
生
連
の
市
民
病
院
の

開
院
日
の
変
更
協
議
に
至
っ
た
理
由
で

し
た
。�

　
今
年
の
10
月
の
開
院
に
つ
い
て
は
、

昨
年
９
月
市
議
会
に
お
い
て
厚
生
連
が

指
定
管
理
者
と
議
決
さ
れ
、同
年
10
月

に
厚
生
連
に
対
し『
指
定
管
理
者
の
指

定
通
知
』と
い
う
文
書
で
指
定
管
理
期

間
が
今
年
の
10
月
か
ら
と
、明
記
さ
れ

て
通
知
さ
れ
て
い
る
限
り
、厚
生
連
自

体
で
10
月
の
開
院
に
向
け
て
医
療
機
器

の
準
備
等
を
進
め
る
の
は
あ
た
り
ま
え

の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。�

　
私
に
と
っ
て
も
、開
院
延
期
は
大
変

悔
し
く
残
念
で
あ
り
、ま
し
て
や
10
月

開
院
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
市
民
の
皆

様
に
心
か
ら
申
し
訳
な
く
思
い
ま
す
。�

　
し
か
し
な
が
ら
、こ
の
事
実
を
真
摯

に
受
け
止
め
、現
実
を
見
据
え
て
来
年

の
４
月
の
開
院
が
適
切
で
あ
る
と
考
え

態
の
市
民
病
院
の
10
月
の
開
院
を
目
標

に
、厚
生
連
と
基
本
協
定
を
結
ぶ
こ
と

が
最
優
先
と
考
え
、指
定
管
理
料
に
つ

い
て
も
苦
し
い
選
択
で
し
た
が
、従
来

の
市
の
方
針
を
変
え
て
ま
で
も
、１
日

で
も
早
く
市
民
へ
の
安
心
安
全
の
医
療

提
供
に
向
け
て
、真
剣
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
の
で
、今
回
の
開
院
日
変
更

に
つ
い
て
は
非
常
に
残
念
で
あ
り
、大

変
悔
し
い
思
い
で
す
。�

　
厚
生
連
の
開
院
延
期
の
理
由
は
、『
医

療
機
器
及
び
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整

備
が
間
に
合
わ
な
い
』と
い
う
こ
と
で
、

厚
生
連
の
説
明
で
は
、厚
生
連
の
組
織

と
し
て
、基
本
協
定
の
締
結
が
第
一
で

あ
り
、基
本
協
定
に
合
意
し
な
い
限
り
、

市
民
病
院
の
運
営
に
関
し
て
、何
ひ
と

つ
関
係
備
品
が
発
注
で
き
な
い
、準
備

を
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。�

　
昨
年
の
10
月
か
ら
、指
定
管
理
の
内

容
に
つ
い
て
、市
と
厚
生
連
、双
方
で
協

議
を
重
ね
て
い
ま
し
た
が
、最
大
の
争

点
と
な
っ
た
の
が
、市
民
病
院
の
赤
字

が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
で
、厚
生
連

で
は
病
院
運
営
に
お
け
る
赤
字
を
何
と

か
し
て
欲
し
い
と
、市
へ
の
申
し
入
れ

が
あ
り
、市
と
し
て
は
、赤
字
補
填
は
出

 

今
回
の
説
明
会
は
、10
月
開
院
予
定
と

し
て
い
た
市
民
病
院
の
開
院
日
を
22
年

４
月
に
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、市

民
に
理
解
と
協
力
を
お
願
い
す
る
た
め

開
催
し
た
も
の
で
す
。�

　
合
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー（
８

月
22
日
）、中
央
公
民
館
ホ
ー
ル（
同
22

日
）、阿
仁
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー（
同
23

日
）、森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
同

23
日
）、の
４
会
場
で
開
か
れ
、合
わ
せ

て
約
４
１
０
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し

た
。�

　
各
会
場
で
は
、最
初
に
津
谷
市
長
が
、

市
民
病
院
の
運
営
に
あ
た
る
指
定
管
理

者
の
厚
生
連
か
ら
の
申
し
出
を
踏
ま
え
、

開
院
日
を
今
年
10
月
か
ら
来
年
４
月
へ

変
更
し
た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
。そ
の

中
で「
市
長
に
就
任
以
来
、既
に
完
成
状

市
民
病
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、
開
院
日
変
更

市
民
病
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変
更�
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� 大勢の市民が参加した市民病院説明会
　　　　　　　　　（鷹巣会場＝中央公民館）
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市民病院市民説明会�

可
能
で
12
月
以
降
の
開
院
を
求
め
る
申

し
出
が
あ
る
以
上
、開
院
日
に
つ
い
て

は
再
度
検
討
が
必
要
と
な
り
、そ
の
場

合
、早
く
て
12
月
の
開
院
が
想
定
さ
れ

る
。し
か
し
、検
討
に
あ
た
っ
て
は
以
下

の
点
を
考
慮
し
た
。�

○
一
般
的
に
新
規
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及

び
医
療
機
器
の
設
置
、或
は
移
転
す
る

場
合
、関
係
機
器
の
連
携
等
、試
運
転
を

十
分
に
行
う
期
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と

や
、そ
れ
に
伴
い
、専
門
職
員
の
研
修
期

間
、加
え
て
市
民
病
院
利
用
者
の
動
線

等
全
職
員
で
の
確
認
期
間
が
必
要
で
あ

る
。こ
の
よ
う
な
、体
制
が
整
え
ら
れ
る

か
ど
う
か
。 �

○
入
院
患
者
の
移
転
時
期
と
し
て
、寒

い
時
期
よ
り
温
暖
な
時
期
が
望
ま
し
い
。

ま
た
、市
の
財
政
負
担
に
つ
い
て
も
21

年
度
中
に
開
院
し
た
場
合
、数
ヶ
月
の

開
院
時
期
に
も
関
わ
ら
ず
、高
額
な
指

定
管
理
料
が
必
要
と
な
る
。一
方
、開
院

の
延
期
に
伴
う
市
民
病
院
の
維
持
費
に

つ
い
て
は
、１
ヶ
月
当
り
約
１
３
０
０

０
千
円
の
維
持
費
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

平
成
21
年
度
及
び
平
成
22
年
度
の
市
の

財
政
負
担
を
比
較
し
た
。�

【
方
針
】 

　
　
　�

▽
開
院
時
期
の
遅
れ
に
よ
り
、病
院
の

維
持
費
等
は
発
生
す
る
も
の
の
、開
院

後
の
医
療
体
制
の
充
実
や
患
者
移
送
時

期
が
大
切
で
あ
り
、総
体
的
に
判
断
す

る
と
開
院
時
期
は
平
成
22
年
４
月
が
適

切
で
あ
る
と
考
え
る
。 �

�

て
お
り
ま
す
。」と
説
明
会
に
出
席
し
た

市
民
に
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。�

　
続
い
て
、市
の
担
当
職
員
が
、変
更
協

議
の
経
緯
と
協
議
を
受
け
て
の
検
討
事

項
と
方
針
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。要

旨
は
次
の
と
お
り
。�

■
開
院
日
変
更
協
議
の
経
緯�

▽
７
月
28
日（
火
）／
秋
田
県
厚
生
農
業

協
同
組
合
連
合
会
、佐
藤
理
事
長
・
佐
藤

常
務
・
担
当
１
名
　
計
３
名
　
北
秋
田

市
来
庁（
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
等
の
整

備
の
関
係
で
10
月
１
日
の
開
院
は
無
理

で
あ
る
旨
報
告
さ
れ
、開
院
日
の
変
更

の
申
し
出
）�

▽
７
月
31
日（
金
）／「
北
秋
田
市
民
病

院
指
定
管
理
者
の
指
定
期
間
の
変
更
に

つ
い
て（
協
議
）」文
書
に
よ
り
市
に
提

出
。�

○
変
更
内
容 �

・
指
定
期
間
に
つ
い
て
、平
成
21
年
10

月
１
日
を
平
成
21
年
12
月
１
日
以
降
の

日
付
に
変
更
す
る
こ
と
。 

　
　
　
　�

○
変
更
事
由 

　
　
　
　
　
　
　
　
　�

・
基
本
協
定
締
結
を
前
提
と
し
開
院
の

準
備
を
進
め
る
が
、医
療
機
器
及
び
医

療
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
、相
当
の

期
間
を
要
す
る
た
め
。�

■
検
討
と
方
針 

【
検
討
】

▽
入
院
患
者
の
移
送
等
を
考
慮
し
季
節

的
に
温
暖
な
時
期
を
想
定
し
、10
月
の

開
院
を
目
指
し
、取
組
ん
で
き
た
。し
か

し
、厚
生
連
か
ら
、医
療
機
器
等
の
整
備

の
関
係
か
ら
物
理
的
に
10
月
開
院
が
不

�

　

◇
7
月
16 
日
〜
8
月
15 
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

７
月
18
日（
土
）▽
元
阿
仁
町
長
故
濱
田
章
氏
葬
儀
（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ

ン
タ
ー
）�

21
日（
火
）▽
新
た
な
過
疎
対
策
法
の
制
定
を
求
め
る
秋
田
県
総
決
起
大
会

（
秋
田
市
）�

22
日（
水
）▽
第
１
回
行
財
政
改
革
推
進
委
員
会
（
本
庁
舎
）
▽
北
秋
田
市
・

森
吉
山
ダ
ム
工
事
事
務
所
事
業
調
整
会
議
（
中
央
公
民
館
）
▽
ハ

ワ
イ
剣
道
連
盟
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
（
レ
ス
ト
ラ
ン
　
ア
ス
ト
）�

26
日（
日
）▽
２
０
０
９
あ
き
た
水
と
緑
の
森
林
祭（
北
欧
の
杜
公
園
）�

27
日（
月
）▽
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
財
と
ま
ち
づ
く
り
」
（
中
央
公
民
館
）�

28
日（
火
）▽
県
道
大
館
鷹
巣
線
整
備
促
進
栄
地
区
期
成
同
盟
会
陳
情
（
北
秋

田
地
域
振
興
局
）�

30
日（
木
）▽
秋
田
県
・
県
内
市
町
村
と
首
都
圏
企
業
と
の
懇
談
会
（
東
京
都
）�

８
月
１
日（
土
）▽
首
都
圏
合
川
会
（
東
京
都
）�

３
日（
月
）▽
秋
田
岩
手
広
域
地
域
連
携
観
光
交
流
推
進
協
議
会
（
仙
北
市
）�

４
日（
火
）▽
消
防
広
域
化
首
長
会
議
（
大
館
市
）
▽
栄
憩
い
の
森
公
園
管
理

棟
完
成
祝
賀
会
（
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
さ
か
え
）�

５
日（
水
）▽
北
秋
田
市
・
上
小
阿
仁
村
生
活
環
境
施
設
組
合
議
会
（
森
吉
庁
舎
）�

７
日（
金
）▽
秋
田
県
農
業
集
落
排
水
連
絡
協
議
会
総
会
（
秋
田
市
）
▽
第
23

回
森
吉
山
麓
た
な
ば
た
火
ま
つ
り
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
（
阿
仁
前
田

河
川
公
園
）�

11
日（
火
）▽
北
秋
田
名
物（
株
）本
社
事
務
所

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
（
同
社
前
）�

　
　
　
　
▽
北
秋
田
市
議
会
議
員
全
員
協
議

会
（
本
庁
舎
）�

14
日（
金
）▽
第
29
回
合
川
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、

第
38
回
合
川
ま
と
火
（
健
康
広
場
）�

15
日（
土
）▽
阿
仁
鉱
山
七
百
年
祭
（
阿
仁
ふ

る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）
▽
第
５

回
北
秋
田
市
成
人
式
（
文
化
会
館
）�

▲第5回北秋田市成人式であいさつ（8/15）


